
令和５年逗子市教育委員会９月定例会会議日程 

 

令和５年９月20日（水） 

午後２時30分 

逗子市役所５階第３会議室 

 

日程第１ ７月定例会会議録の承認について 

日程第２ 教育長報告事項について 

日程第３ 報告第 16 号 議案（令和５年度逗子市一般会計補正予算（第５号））作成に 

関する逗子市教育委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第４ 報告第 17 号 議案（逗子市立体育館の指定管理者の指定について）作成に 

関する逗子市教育委員会の意見聴取に対する回答について 

日程第５ 議案第 13 号 逗子市文化財保護委員会に対する諮問について 

日程第６ その他 

 ・図書館の特別整理期間について 

  

 



令和５年逗子市教育委員会９月定例会教育長報告事項 

 

１ 令和５年度湘三管内第２回教育長会議 ８月24日（木） 

２ 令和５年度市町村教育委員会研究協議会 ９月７日（木） 

３ 令和５年第３回逗子市議会定例会 ９月６日（水）～９月29日（金） 

 



報告第16号 

 

議案（令和５年度逗子市一般会計補正予算（第５号））作成に関する逗子市教育委

員会の意見聴取に対する回答について 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第1 6 2号）第29条に基づき、

市長から議案（令和５年度逗子市一般会計補正予算（第５号））作成に関して意見を求め

られ、緊急を要したため、逗子市教育委員会教育長に委任する事務等に関する規則（昭

和60年逗子市教育委員会規則第３号）第３条第１項の規定に基づき、別紙のとおり教育

長の臨時代理により行ったので、同条第２項の規定に基づき報告し、承認を求める。 

 

  令和５年９月20日提出 

 

                              逗子市教育委員会 

                              教育長 大河内 誠 

 

 

























































報告第17号 

 

議案（逗子市立体育館の指定管理者の指定について）作成に関する逗子市教育 

委員会の意見聴取に対する回答について 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第29条に基づき、

市長から議案（逗子市立体育館の指定管理者の指定について）作成に関して意見を求め

られ、回答について緊急を要したため、逗子市教育委員会教育長に委任する事務等に関

する規則（昭和60年逗子市教育委員会規則第３号）第３条第１項の規定に基づき、別紙

のとおり教育長の臨時代理により行ったので、同条第２項の規定に基づき報告し、承認

を求める。 

 

  令和５年９月20日提出 

 

                              逗子市教育委員会 

                              教育長 大河内 誠 

 

















 

2023年（令和５年）８月17日 

 

逗子市教育委員会 

教育長 大河内 誠 様 

 

 

逗子市立体育館指定管理者候補選定委員会 

委員長 梅澤 秋久  

 

 

逗子市立体育館指定管理者候補の選定について（答申） 

 

令和５年５月19日付け、諮問第３号により諮問のありました標記の件について、本委員会で審

議を行った結果、下記のとおり答申いたします。 

 

 

記 

 

１ 選定結果 

公益財団法人逗子市スポーツ協会を逗子市立体育館指定管理者候補として適当と認める。 

 

２ 選定経過 

令和５年７月13日（木）に第２回委員会において提案書の書類審査を行い、同年７月27日（木）

に第３回委員会を開催し、公開ヒアリング及び総合的評価を行った。採点結果は600点満点中

572点であり、９割以上という高得点を獲得していることもあり、指定管理者候補として適し

ていると判断する。 

 

３ 講評 

ヒアリングを通して、提案書の内容について真摯に回答をしており、熱意をもって取り組む

姿勢を感じた。 

提案書の項目ごとの代表的な意見は次のとおりであった。 

◎  管理運営上の基本方針について 

市の状況を踏まえた上での基本方針であり、一方で、国のスポーツ基本計画に沿った取組み、

特にインクルーシブスポーツの推進や強化についても、自主スポーツ事業の提案に盛り込まれ

ていることは、今後の一層の取組みに期待できる。 

◎  施設運営について 

ＳＮＳ発信などが取り入れられており、良い取り組みである。 



 

◎  広報活動について 

方向性及び実施内容は問題なく、情報発信に幅広い媒体を活用するとあり、より一層の運用

が期待できる。 

◎  目標設定と自己評価について 

「利用者満足度の向上」及び「安全安心な施設管理」においては具体的な数値目標が示され

ており、年間計画等と合わせることでＰＤＣＡの具体が見えてくることが確認できた。 

◎  自由提案について 

部活動の地域移行への協力は良い提案であり、提案者が受け入れた場合は学校も連携しやす

く、より具体性を持たせた逗子独自の取組みとなることが期待できる。また、時勢を踏まえた

キャッシュレス決済の導入の提案についても早急な対応を行っていく旨が確認できた。 

 

審査の過程で議論となった点のうち、本委員会として、第３期指定管理に臨むに当たり特に

留意していただきたい点として、次の４点を挙げる。 

① 具体的な計画と目標値の設定 

施設運営や広報活動、施設管理などの各分野において、具体的な計画や数値目標、スケジュ

ールの策定を求める。これにより目標達成に向けた方向性と進捗管理、課題の把握をより明確

にし、効果的な運営に努めること。 

② コンプライアンスの体制づくり 

組織内におけるハラスメント等の通報窓口として、内部窓口だけでなく、市の外部公益通報

所管課などを第三者の相談窓口として周知することが望ましい。これにより違法行為や不正を

報告する際の安心感を向上させ、適切な倫理観を持った運営を促進すること。 

③ より効果的な広報 

市民に直接働きかけるような広報、一方的ではない発信にも注力すること。また、施設の稼

働率の情報を活かし、空き時間帯について効果的な層にアプローチすることも検討すること。

これらにより、これまでスポーツへの参加機会が無かった層へもより効果的に働きかけること。 

④ 中学校部活動の地域移行への協力 

 地域唯一のスポーツの総合力を有する団体として、国や県の動向を踏まえつつも後追いにな

ることなく、地域に根付いた組織である強みを活かし、逗子独自の考え方を率先して提案し、

積極的に取り組むこと。 

 

  指定管理者候補は第１期及び第２期の指定管理者であることから、これまでの実績を活かし

てより一層のサービス水準の向上に努めるとともに、地域及び関係団体との更なる連携を図り

ながら、現場で把握したニーズや課題に対応し、より良い運営を目指すよう指定管理者候補に

指導されたい。 

  



 

４ 選定委員会の開催状況 

以上 

月 日 内 容 

５月19日(金) 

選定委員会（第１回） 

 ・諮問 

 ・募集要項等について検討 

７月13日(木) 
選定委員会（第２回） 

 ・書類審査 

７月27日(木) 

選定委員会（第３回） 

 ・公開ヒアリング（プレゼンテーション） 

・公開ヒアリング等を踏まえた最終審査 

・指定管理者候補の適否の決定 

・答申案の検討 



役職 氏名 団体名、所属等

1 委員長 梅澤　秋久
横浜国立大学　教育学部
学校教員養成課程　保健体育　教授
（スポーツを楽しむまち逗子推進懇話会　アドバイザー）

2 副委員長 岸原　晃
スポーツを楽しむまち逗子推進懇話会
（社会福祉法人逗子市社会福祉協議会　会長）

3 佐渡　和 佐渡和　公認会計士・税理士事務所　所長

4 石丸　葉子
神奈川県立スポーツセンター
事業推進部　健康・パラスポーツ課長
（逗子市スポーツ推進審議会）

（敬称略）

逗子市都市公園有料公園施設及び逗子市立体育館
指定管理者候補選定委員会　名簿



大項目 小項目

２枚 40 40 40

94

１ 施設運営を行う上での方針 １枚 20 20

２ 利用者サービスの向上に向けた取組み ２枚 40 39

３ 効率的、効果的な運営に向けた取組み １枚 20 19

４ コンプライアンス、個人情報保護についての方針と
取組み

１枚 20 16

２枚 40 40 38

136

１ 自主スポーツ事業の実施方針や取組み １枚 20 20

２ 自主スポーツ事業計画案（５カ年計画） １枚 20 20

３ 自主スポーツ事業計画案 ５枚 100 96

55

１ 施設管理を行う上での方針 １枚 20 19

２ 安全管理と危機管理に対する方針と取組み １枚 20 19

３ 施設管理の改善に向けた方針と取組み １枚 20 17

37

１ 目標設定 １枚 20 19

２ 自己評価の方針と取組み １枚 20 18

58

１ 管理運営組織 １枚 20 19

２ 必要人材の配置と職能 １枚 20 20

３ 職員、スタッフの教育 １枚 20 19

75

１ 収支に関する基本的な考え方 １枚 20 19

２ 指定管理期間中の収支予算書（５年分） ５枚 60 56

１枚 40 40 39

31枚 600 600 572

逗子市立体育館指定管理者候補選定　採点集計表

項　　目 規定枚数
配点

合計

Ⅵ　目標設定と自己評価

Ⅰ　管理運営上の基本方針

Ⅱ　施設運営

100

Ⅲ　広報活動

Ⅳ　自主スポーツ事業

140

Ⅴ　施設管理

60

80

Ⅸ　自由提案

合　　計

40

Ⅶ　組織及び人員配置

60

Ⅷ　収支予算書及び実績



議案第13号 

    

   逗子市文化財保護委員会に対する諮問について 

 

 逗子市文化財保護条例（昭和43年逗子市条例第11号）第11条２項の規定に基づき、

逗子市文化財保護委員会に諮問するもの。 

 

  令和５年９月20日提出 

 

逗子市教育委員会   

教育長 大河内 誠  

 



（案） 

 

 

逗子市教育委員会諮問第  号 

2023年（令和５年）９月 日 

 

 

逗子市文化財保護委員会委員長 様 

 

 

逗 子 市 教 育 委 員 会 

 

 

逗子市重要文化財の指定について（諮問） 

 

 

逗子市文化財保護条例（昭和 43 年逗子市条例第 11 号）第 11 条第２項の規定により、次

の物件の指定について、貴委員会の意見を求めます。 

 

 

物件名 仏涅槃図 

種 別 有形文化財（絵画） 

数 量 １幅 

所在地 逗子市逗子３丁目１番 17号 

所有者 延命寺 

 

 



対象物件の概要 

 

名   称  仏涅槃図  １幅 

種   別  有形文化財（絵画） 

時   代  南北朝時代  

材料・技法  絹本著色 

大 き さ  縦143.0㎝×横124.8㎝ 

所 在 地  逗子市逗子３丁目１番17号 

所 有 者   延命寺 

概   要   仏涅槃図は釈迦の入滅を描いたもので、各種仏画を代表する画題のひとつ

として宗派を超えて珍重され、近世までを含めれば遺例も極めて多い。通常、

釈迦の命日にあたる２月15日に営まれる涅槃会の本尊として用いる。 

本作の図様は、沙羅双樹の下に横臥する釈迦と、その周囲に嘆き悲しむ仏弟

子や鳥獣等を描き込む一定の形式をとり、入念な筆致により涅槃の様相を荘重

に描くなど、古作通有の格調を備えた南北朝期の作と推測される佳品である。 

神奈川県内に遺存する中世作の仏涅槃図は少なく、鎌倉市 円覚寺本（鎌倉

時代）、同 宝戒寺本（南北朝時代）、横浜市 称名寺本（南北朝時代）、同 宝生

寺本（南北朝時代）等が知られるのみである。 

なお、本図の経歴については、天正11年（1583）に毛利氏領国の某所に寄付

されたこと、天保11年（1840）に再補されたこと、昭和８年（1933）まで広島

県鞆町地蔵院に収蔵されていたことが巻止貼付紙や箱書からわかる。 

対象物件の写真（部分） 

 

参考資料  

 


